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　 著者は
，

こ の種の本では隠れたベ ス トセ ラ
ーとなっ

て い る 「オイ ラ
ー

の贈 り物 ：人類の 至宝 e
π

＝
− 1 を

学ぶ 1（海鳴社）を書い た方です．こ こで は電磁気学を

テ
ー

マ に した 「マ ク ス ウ ェ ル ・場と粒子の 舞踏」を紹

介しますが，姉妹本として力学をテ
ー

マ にした 「ケプ

ラー ・天空の旋倒 （共立出版）もあ ります．

　 本書は副題通り電磁気学に関する 60 の 主題につ い

て書かれ て お り，1 つ の 主題に つ い て見開き 2ペ ージ

でまとめてあります．本の厚さは薄く手頃な値段の本

ですが，内容は非常に濃 い 本です．構成としては，ま

ず全体の約 ／f3を使 っ た導入部分か ら始まります．電

磁気学を理解する」二で必要な複素数 ・ベ ク トル ・座標

系 ・演算∫
・
か ら，フ

ー
リエ 変換 ・ラプ ラ ス 変換 ・変数

変換 ・微分積分 ・各種関数 （調利，グリ
ー

ン ，ル ジ ャ

ン ドル
，

ベ ッ セ ル）
・各種方程式 （ラプラス

， ボア ソ ン
，

コーシーリーマ ン〉
・恒等式 （グリーン）

・公式 （レイ

リ
ー
）
・各種定理 （ス ト

ー
ク ス

，

ヘ ル ム ホ ル ッ ）等々 に

至る まで が説明されてい ます．次にニ ュ
ー

トン 力学 ・

力の ポテ ン シ ャ ル ・調和振動子 ・波動関数等を経由し

て か ら，後半部分の電磁気学へ 入 っ て い きます．本題

の 電磁気学の 部分 で はマ ッ クス ウ ェ ル方程式 ・電荷保

存則 ・遠隔作用近接作用か ら始まり各種法則 （ク
ー

ロ

ン，ガウス ，ビオサヴ ァ
ール，オ

ーム ）
・電磁波 ・誘

電体 ・磁性体 ・．単位系 ・ゲージ変換 ・ポイン テ ィ ン

グの定理 ・応力テ ン ソ ル ・静電容量 ・相互 イ ン ダク タ

ン ス ，電気双極子放射，ア ンテ ナ等々 を経て ，最後に

相対性理論まで続い て い ます．途中には電気回路や電

気機器的な話 も含まれてお り，変わっ た所で は，フ ラ

ン クリ ンの凧 ・鉱石 ラヂオ ・ボル タの電池等が取り上

げ られて い ます．また普通の テ キス トで は見る こ との

少ない ，アハ ラ ノ ブ ボ
ー

ム効果 ・先進遅延ポ テ ン シ ャ

ル 等々 につ い て も触れ られて い ます．

　 例えば
， 遠隔近接作用 ・ク

ー
ロ ン の法則 ・ガウス

法則と続 く部分で は，
“

場
”

の考え方に触れた後にヘ ル

ム ホ ル ツの分解定理 に従っ て
CC
非回転

”

と
“

無発散
”

成

分に着目しなが らス カラ ポテ ン シ ャ ル と電界を導出し
，

ク
ー

ロ ンの実験法則や静電場との対応に触れて い ます．

そして ガ ウ ス法則の積分形 と微分形の 意味 を遠隔近接

作用 や
‘

暢
”

の考え方か ら説明 し
， 静電遮蔽や ア ーン

シ ョ
ー

の定理に言及して い ます．また
， ゲ

ー
ジ変換の

部分では，マ ッ クス ウ ェ ル方程式と等価な式をス カラ

ポテ ン シ ャ ル ・ベ ク トル ポテ ン シ ャ ル を用い て導出し，

不定性 とゲージ変換の説明後に ロ ーレ ン ッ ゲ
ー

ジに触

れ て か ら，編微分方程式を解 く前 まで説明してい ます．

　 以上，薄い 本なが らよ くこ こまで と思うほ ど電磁

気学に関して多種多様で かつ 重要な事項をまとめ てあ

る反面，公式の羅列に終わ っ て い ない の が こ の本の特

徴です．思うに， 我 々．1二学屋さん （そうで ない 方もい

ら っ しゃ い ますが ）に とっ て
， 物理屋さん の きっ ちり

した物の見方が新鮮に映る の で は ない で し ょ うか．著

者は結言で，「本書は
“

組立キ ッ ト
”

なの で あっ て
， 完

成 させる作業は読者の もの である．読者が
， 自らの手

で逐 一計算を確認 して い けば
， その ノー

トは軽 く千頁

を越える で あろ う．それは苫しい が楽しい ，本物の学

問へ の 入門である．」 と書い て い ます．特に学生 さんは

こ の 本をきっ かけ に して，興味の ある所 ・必要な所を

自分で調べ て 1・レース してい くと本物の実力が つ くと

思い ます．
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